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コメンテーター
榎本 渉
日文研 
准教授

2003年東京大学大学院博士課程単位修得
退学。2006年博士号取得（東京大学、文
学）。東京大学東洋文化研究所助手を経
て、2010年より国際日本文化研究センター
准教授。
専門分野は9～14世紀の東シナ海交流史。
主要著作に『東アジア海域と日中交流―9
～14世紀―』（吉川弘文館、2007）、『僧侶と
海商たちの東シナ海』（講談社選書メチエ、
2010）、『南宋・元代日中渡航僧伝記集成　
附江戸時代における僧伝集積過程の研究』
（勉誠出版、2013）など。

1993年大阪大学大学院文学研究科博士後
期課程（日本史学専攻）単位取得退学。
1997年博士（文学、大阪大学）。大阪大学大
学院文学研究科助手・准教授、神戸女子大
学准教授などを経て、現在、同大学教授。
専門分野は、日本古代・中世国際交流史お
よび海域アジア史。主な著作に、『奈良平安
期の日本とアジア』（吉川弘文館、2003）、『日
宋貿易と「硫黄の道」』（山川出版社、2009）、
『海域アジア史研究入門』（共編著、岩波書
店、2008）、『東アジア海域に漕ぎだす1 海
から見た歴史』（共著、東京大学出版会、
2013）など。

早稲田大学第一文学部史学科卒業。國學院
大學大学院文学研究科日本史学専攻博士
課程後期修了、博士(歴史学)。島根県教育
庁文化財課(埋蔵文化財調査センター)主事
を経て、現在、関東学院大学経済学部教授。
専門は日本古代の国際交流史。著書に、『日
本古代国家の民族支配と渡来人』(校倉書房
1997)、『倭国と渡来人（歴史文化ライブラ
リー）』(吉川弘文館、2005)、『国際交易と古
代日本』(吉川弘文館、2012)、『国際交易の古
代列島（角川選書）』(角川学芸文庫、2016、
第4回古代歴史文化大賞)、『越境の古代史』
(角川ソフィア文庫、2017)など。

二
条
駅

京都駅

丸太町通

京都御苑

堀
川
通

烏
丸
通

鴨
川

河
原
町
通

御池通

四条通 阪急烏丸線

JR東海道本線

ハートピア京都

京
阪
鴨
東
線

地
下
鉄
烏
丸
線

J
R
嵯
峨
野
線

地下鉄東西線

丸太町駅

・京都市営地下鉄烏丸線「丸太町」駅下車5番出口（地下鉄連絡通路にて直結）
・京都市バス、京都バス、JRバス「烏丸丸太町」バス停下車

【アクセス】
京都府立総合社会福祉会館 ハートピア京都

日文研フォーラムとは
国際日本文化研究センター（日文研）が、来日中の外国人研究者
による日本研究の成果を市民の皆さまにご紹介し、共有してい
ただくことを主な目的とする催しです。
1987年の設立以来、月1回のペースで、京都市中心部の会場で
継続的に開催しています。

国際日本文化研究センター 研究協力課
〒610-1192　京都市西京区御陵大枝山町3-2
TEL: 075-335-2078
http://www.nichibun.ac.jp/ja/
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Cultural Exchanges 1200 years ago: 
Japanese Life and Friendship in the Tang Dynasty

2006年、中国浙江大学博士課程修了。文
学博士（浙江大学）。現在、中国鄭州大学
教授・アジア太平洋研究センター所長。2016
年11月より日文研外国人研究員を併任。
専門分野は中日文化交流史、東アジア国際
関係史。著書に、『七至八世紀赴日唐人研
究』（商務印書館、2015）、『歴代正史日本伝
考注（漢魏両晋南北朝巻）』（共著、上海交
通大学出版社、2016）など。主な論文に、「祢
軍の倭国出使と高宗の泰山封禅」（『日本歴
史』790号、2014）、「風谷と盤桃、海左と瀛
東―祢軍墓誌の「日本」に寄せて(3)」（『東洋
学報』95巻2号、2013）など。

　　

14:00～16:00第3 1 4回 日文研フォーラム 2017 年 10月 10日（火）　

コメンテーター ： 伊藤 哲司    茨城大学 教授
講師 ： ゴ フォン ラン　ベトナム社会科学アカデミー(ベトナム）東北アジア研究所・日本研究センター 所長／日文研 外国人研究員  

講師 
葛 継勇
鄭州大学（中国） 
アジア太平洋研究
センター 所長・教授

日文研 外国人研究員

コメンテーター

山内 晋次
神戸女子大学 
教授

コメンテーター
田中 史生
関東学院大学 
教授


